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ン ラン ド内陸氷 床 で の 大気 、 降雪サ ン プ リン グ
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谷徹志 1、五 十嵐bl　3、松木篤 且、山 田丸 1、大場満郎 2、宮下典子 2、岩 田 晃久 2、

大竹み き 2、藤井理行 3、岩坂泰信 1 （1名 大環境学、2 地 球縦回 り事務局 、ヨ極地研）

1．は じめ に

　グ リ
ー

ン ラ ン ド内陸氷床縦 断計画 は 、地球 縦回 り
一

周 の 旅 の 第

一
段 と して大場満郎 氏によ っ て企 画 され た。今 回の 旅 は単なる冒

険行 で は な く 、 大気 、降雪、紫外線調査等 の 環境調査 を同時 に行

縁 磐∵工；瀦 瓢蓋 夏鬟薦議 萇瀧
の 二 名で 571 ［間か け 、110kg 程 の ソ リを 引 きな が ら徒 歩 と パ ラ
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灘 。 。 魍 。 プ ， 。 グは 、 段 式 囃 。 。
，7 、ク タ

ー
を

用 い
、
44 サ ン プ ル 採取 した 。 採取 した 粒子 は エ ネル ギー

分散型

X 線分析装置 を搭載 した走 査 電子顕 微鏡 （SEM −EDX ）を使用 し、

個 々 の エ ア ロ ゾル 粒 子 の 形態 、元素組成 に つ い て 分析 を行 う。 ま

た 、降雪サ ン プ リン グは極 地研 究所 の ご 協力 を頂い た。降雪サ ン

プ リ ン グは約 100km 毎に サ ン プ リン グを行 い 、100ml ボ トル で

29 本採取 した。

3 ．結果

　降雪サ ン プ リ ン グの 化 学解析結果 か ら 、 海塩 起源物質は ス タ
ー
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図 ／　 グ リー ン ラ ン ド内 陸氷 床
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度 を示 した。pH か ら換算 した H ＋濃度 も同緯度 か ら増加 して い 　
・
鰯 　　　t、．

た の で 、酸 駐物質 と考え られ る非海塩性 C1
一

と NO3
−
、非海塩 1生 誤 1鸛　　　曙 　　　　　一　

鰤
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硫酸 （nssSO4
．
）の 各濃度 を足 し合わ せ H

．1
濃度 と比 較 し た と こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 図 2　 大気サ ン プ リ ン グ風 景
ろ、変動傾向 が ほ ぼ

…
致 し た 。 し た が っ て 北緯 76 °

以 北で は 、

海塩 と は輸送経路を異に した 形 で酸性 物質が 供給 され て い た こ

とが 明 らか とな っ た、，当 日の 発表で は今 後 の 大気 サン プ リン グ の

結果 と併せ て 発表 を行 う予定 で ある 。
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